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チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
１
９
９
３
年
夏
、
北
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
湖
畔
に
あ
る
カ
デ
ナ
ビ
ア
で
開
か
れ
た
ア
デ
ナ
ウ

ア
ー
財
団
主
催
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
ド
イ
ツ
語
で
書
く
女
性
詩
人
」。
ネ
リ
ー
・
ザ
ッ
ク
ス
ら
と
並
ん
で
、
ロ
ー
ゼ
・
ア

ウ
ス
レ
ン
ダ
ー
と
い
う
詩
人
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
彼
女
が
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
代
表
す
る
女
性
詩
人
だ
っ
た
。
講
師
の
一
人
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
大
学
で
教
え
る
ド
イ
ツ
文
学
者
だ
っ
た
が
、彼
女
の
家
族
が
も
と
も
と
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
出
身
、ユ
ダ
ヤ
系
の
人
だ
っ
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
か
つ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
属
し
、
ド
イ
ツ
語
文
化
圏
だ
っ
た
が
、
今
で
は
ル
ー
マ
ニ
ア
領
だ
、

と
語
ら
れ
た
（
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
）。
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
が
生
ま
れ
育
っ
た
街
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ
の
関
心
は
私
の
中
で
消
滅
し
た
も
同
然
に
な
っ
て
い
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
に
魅
せ
ら
れ
19
世
紀
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
文
化
関
連
の
文
書
を
読
み
始
め
る
過
程
で
、
２
０
１
０
年
頃
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、Czernow

itz

（Peter 
Rychlo

（H
g.

）, K
lagenfurt 2004

）
と
い
う
小
さ
な
本
を
手
に
し
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
カ
ー
ル
・
エ
ー
ミ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
ォ
ー
ス
の

「
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
、
そ
の
関
心
が
蘇
り
、
の
み
な
ら
ず
一
挙
に
膨
れ
上
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
州
の
州
都
に
認
め
ら
れ
て
１
０
０
周
年
の
１
８
７
５
年
、
祝
賀
行
事
に
招
待

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ツ
ォ
ー
ス
が
、
ウ
ィ
ー
ン
北
駅
か
ら
15
時
間
の
汽
車
の
旅
を
し
た
経
験
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。
１
５
０
年
の
後
に
同
じ
汽
車

の
旅
を
し
て
み
た
い
、
と
い
う
思
い
が
私
を
捉
え
た
の
だ
。

　

そ
の
た
め
に
色
々
な
文
書
を
読
む
過
程
で
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、今
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
属
す
る
街
な
の
だ
っ

た
。
名
前
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
チ
ェ
ル
ニ
フ
ツ
ィ
。
と
い
う
の
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
東
の
端
に
位
置
し
て
い
た
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ

か
つ
て
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
い
う
街
が
あ
っ
た藤
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ツ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
が
敗
北
し
、
多
民
族
帝
国
か
ら
い
く
つ
も
の
民
族
国
家
が
独
立
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
ル
ー

マ
ニ
ア
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
一
時
期
再
び
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
な
り
、
し

か
し
大
戦
終
結
後
に
は
、
ソ
連
に
併
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
１
年
、
ソ
連
の
崩
壊
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立

に
よ
っ
て
、
自
動
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
属
す
る
街
に
な
っ
た
。
お
よ
そ
１
０
０
年
の
間
に
、
属
す
る
国
が
五
度
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

象
徴
的
な
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
出
身
の
あ
る
男
性
が
と
あ
る
国
の
と
あ
る
カ
フ
ェ
で
同
席
に
な
っ
た
人
に
「
お
国
は

ど
ち
ら
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、「
い
や
ぁ
、
今
日
は
ま
だ
新
聞
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
、
分
か
ら
な
い
の
で
す
よ
」
と
答
え
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
と
２
０
１
３
年
の
夏
、
私
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
訪
れ
た
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ツ
ォ
ー
ス
と
同
じ
汽
車
の
旅
は
で
き
な

か
っ
た
。
か
つ
て
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
内
の
国
内
旅
行
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
、
チ
ェ
コ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
あ
る
い
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
経

由
す
る
国
境
を
越
え
る
旅
に
な
っ
て
い
た
。（
ウ
ィ
ー
ン
北
駅
も
名
前
が
変
わ
っ
て
い
た
。）
乗
り
換
え
が
あ
り
、
国
境
の
検
問
が
あ
り
、
フ

ラ
ン
ツ
ォ
ー
ス
の
頃
よ
り
も
長
時
間
を
要
す
る
旅
に
な
っ
て
い
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
19
世
紀
の
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
の
面
影
を
色
濃
く
留
め
る
美
し
い
街
だ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ

に
座
っ
て
い
る
よ
う
な
気
分
で
時
を
過
ご
し
た
。
２
０
１
４
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
侵
攻
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
平
和
だ
っ
た
。

　

昨
年
２
月
24
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
作
戦
の
開
始
以
来
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
時
下
に
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
国
の
南
西
の
端

近
く
に
位
置
す
る
の
で
今
の
と
こ
ろ
戦
火
を
免
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
汽
車
で
何
度
も
乗
り
換
え
を
し
た
リ
ヴ
ィ
フ
は
そ
う
で
は
な
い
。
リ

ヴ
ィ
フ
も
、
か
つ
て
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
に
属
す
る
街
で
、
レ
ン
ベ
ル
ク
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
リ
ヴ
ィ
フ
に
は
二
泊
し
た
が
、

そ
こ
の
歌
劇
場
で
観
た
の
は
「
カ
ル
メ
ン
」
だ
っ
た
。

　

私
に
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
多
文
化
共
生
の
理
念
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
上
、
ユ
ダ
ヤ
文
化
と
ド
イ
ツ
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
の
共
生
が
最
も
実
質
的
に
実
現
し
て
い
た
街
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
は
な
い
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

い
う
国
に
つ
い
て
も
そ
う
だ
。
今
起
こ
っ
て
い
る
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
だ
と
し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
と
そ
こ
に
花
咲

い
た
ユ
ダ
ヤ
文
化
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
な
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
西
洋
近
現
代
哲
学
・
倫
理
学
）


